
乳がん検診における視触診の
今後の取扱い方針の検討について

熊本市健康づくり推進課

資料２



熊本市の乳がん検診の状況
目 的 がん予防及び早期発見による対象全体の死亡率減少を目的として市町村が実施

（根拠:健康増進法第19条の２、がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針）

検 診 内 容 問診、視触診、乳房エックス線検査（40歳代2方向、50歳以上１方向）

委 託 料 個別検診 9,266円（40歳代） 6,798円（50歳以上）
集団検診 7,089円（40歳代） 5,113円（50歳以上）

検診実施機関 A方式（問診、視触診、マンモ検査全て実施） :18機関
B方式（問診、視触診のみ実施、マンモ検査は市医師会ヘルスケアセンターで実施）:25機関

現 状 ①
乳がん検診の視触診が推奨されなくなった
※がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針（H28.2改正）により、視触診が推奨されなくなった。（マンモとセット
であれば実施は可能）

現 状 ② がん検診受診率は上昇傾向（個別受診勧奨の効果も大きい）

現 状 ③
B方式の検診機関の受診者の伸び悩みと精度管理確保
※R元年度では14,403件中、B方式実施機関は270件実施割合では1.9％、実施機関が25施設であるため、1機
関当たり平均実施件数では年間10件程度 1



A・B方式の検診機関について
個別検診機関種類 A方式 B方式

検診方法 問診、視触診、マンモすべてを実施
問診、視触診を実施

マンモはヘルスケアセンターで実施

実施機関数 18施設 25施設

実績件数 １４，１３３件 ２７０件

実績割合 ９８．１％ １．９％
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※実績はR元年度分を計上

R元実施件数 施設数
1000件以上 6施設
500～999件 2施設
100～499件 6施設
50～99件 4施設
49件以下 0施設
合 計 18施設

○A方式における実施件数別施設数 ○B方式における実施件数別施設数
R元実施件数 施設数

50件以上 0施設

10～49件 9施設

1～9件 10施設

0件 6施設

合 計 25施設

【課題】
がん検診のあり方に関する検討会中間報告（Ｈ27.9）では、「視触診による検診が、視触診の手技に十分に習熟
していない医師によって実施されることもあり、検診精度の面の問題点も指摘されている。」とされている。

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

A方式 17 18 18 18
B方式 32 31 25 25

○方式別実施施設数推移
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専門医からの意見聴取
（熊本市医師会乳がん検診班会議）
○Ｈ28年度会議（Ｈ28.9.23）

・指針の変更内容、本市の現状、他の政令市の検診の実施状況説明
・他都市の状況調査を行い、今後方針（案）の調査研究実施

○Ｈ29年度会議（Ｈ29.10.17）
・原則問診及びマンモグラフィ検査で実施、個別検査で医師の判断で視触診実施も
可能とする案について検討
・Ｂ方式の検診機関の対応も含め、個別にアンケート調査を行ったほうが良いとの意見
あり。

○Ｈ30年度会議（Ｈ30.9.20）
・Ｂ方式の医療機関の理解が得られることが必要。
・医師会の検診機関の登録更新の時期（次回:平成33年（令和3年）3月）ま
での決定を確認

○R元年度会議（R元.9.18）
・令和3年までに希望制をしてみてどのくらいの人が視触診を希望するのか、統計をとる
など。
・がん教育は大切、視触診を希望しない人には、自己検診（セルフチェック）の方法の
啓発を充実させることが重要。
・国の指針に沿うことは大切で、熊本もいずれやめるべき。
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札幌市 ○ 無 − 委託料には視触診分を含んでいない。

仙台市 ○

さいたま市 ○

千葉市 ○ 有 2,400円 見積書徴取

川崎市 ○ 有 4,341円 保険診療単価等

横浜市 ○ 有 370円 もともと視触診分の単価を設定。

相模原市 ○

新潟市 ○ 有 − 不明

静岡市 ○

浜松市 ○ 有 2820円程度 初診料相当分

名古屋市 ○

京都市 ○ 無 − 視触診は初診料に含まれている

大阪市 ○ 無 − 視触診は初診料に含まれている

堺市 ○

神戸市 ○ 無 − 委託料には視触診分を含んでいない。
マンモに加え、セルフチェッ

クの指導を行っている

岡山市 ○

広島市 ○ 無 − 視触診は初診料に含まれている

北九州市 ○ 無 − 医師会と協議し決定

福岡市 ○ 有 3,491円 もともと視触診分の単価を設定。

熊本市 ○

8 10 2 平均2,684円

変更及び変更しない根拠 その他都市名 マンモのみマンモ＋視触診
マンモのみ・マン

モ+視触診選択制

視触診取扱変更に

よる委託料変更
委託料変更額額

◇指令指定都市 ①マンモのみ:10市 ②マンモのみ・マンモ+視触診選択制:2市 ③マンモ＋視触診:8市
◇マンモのみを採用している都市のうち ①委託料の変更を行った都市:6市 ②委託料の変更を行わなかった都市6市
◇委託料の変更を行った都市の変更額の平均2,684円≒（（2400＋4,341+370+2820+3491）/5市）
◇変更額の根拠:見積書を徴取、初診料、医師会と協議、視触診分を積算していた
◇委託料の変更を行わなかった理由:そもそも積算単価に含んでいない、視触診は初診料に含まれている、視触診と一
体的に行っているため
◇神戸市ではマンモとセットで自己検診法の指導を行っている。

他都市の状況
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昨年描いていた今後のスケジュール

試行の実施
が困難
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１ 検査方法について
指針で示されている問診・乳房エックス線検査に加え、セルフチェック指導
をセットで実施

２ 変更時期について
・令和3年度開始
※熊本県がん検診従事者（機関）認定協議会の認定登録更新時期に合わせた場合

３ 変更点
セルフチェックの啓発を充実させるため、
視触診をセルフチェック指導に置き換える。

熊本市乳がん視触診の取扱い方針（案）
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４ 委託料
委託料の減額を行わない方向で調整

５ 調整を要するもの
・B方式も原則継続
・B方式の検診機関との契約等について
問診・セルフチェック指導のみについて医
師会内で調整
※セルフチェック指導はリーフレットを使用
し、ドクター、看護師等の医療系スタッフ
で行う
・ 25施設のB方式の検診機関へは、市
から説明（書面or訪問）を予定

６ その他
・指導用リーフレットイメージ
・精度管理確保の検討

【リーフレットイメージ】


